
 

 

第１回 

平成２８年２月２８日（日） 
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【来場者数 2,018名】 

 記念すべき第 1回。セシオン杉並を会場として26ブースが出展、大人

から小さなお子様まで、さまざまなサイエンスの体験や実験を楽しんでい

ただきました。またホールでは「杉並子どもサイエンスグランプリ」受賞者

の表彰式、サイエンスショー等も行われました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

実行委員長あいさつ 

  

皆さん、こんにちは。 

 サイエンスフェスタの開会に際し、教育長、教育委員の方々をはじめ、寒い季節、

会場にお集まり頂いた方々に、実行委員会を代表して、心より、御礼申し上げます。 

 さて、私達人間は、自分が誰であるか、自分の名前さえ知らず、また、二本の足で

歩くことも、言葉を話すことさえ知らずに生まれてきます。 

 家庭や、地域、学校、そして自然環境から、私達の生まれた世界・宇宙や社会につ

いて学び、生活する方法について学びます。 

 空を見上げれば雲や太陽、月や星々があり、地上には動物や植物、地球生命の仲間

達が居ます。 

 世界を学ぶことは、楽しみであり、その、楽しみ方や、わかったこと、学んだこと

を、誰かに教えることも、また、大きな楽しみです。 

 何も知らず生まれてきた私達は、「ああ、世界はこうなっているんだ」と学んだ世

界観の中で生活し、人生の中で、新たな発見をして、それらを、また、次の世代に受

け継いで行きます。 

 この営みこそが、人類を育んできた「教育」であり、理科系と呼ばれる分野におい

て、また、社会科学の分野においても、文明を維持するために欠かせない仕組みなの

です。 

 今日、ここに集まった私達は、長い歴史の中で「同じ時代」に、無限に広がる宇宙

の中で「同じ地域」に、出会い、教えたり、教えられたりする機会を得たのです。と

もに、科学の祭典、サイエンスフェスタに参加し、大いに楽しみましょう。 

 サイエンスフェスタが、新たな絆を育み、現代の地球規模の課題を解決して、新し

い時代を切り拓くための「仲間との出会いの場」となることを祈念して、開会の挨拶

とさせて頂きます。 

 

                   平成 28 年 2 月 28 日  

サイエンスフェスタ実行委員会 

                   委員長 浅井 義彦  

 

 

（第 1 回すぎなみサイエンスフェスタ開会のあいさつより） 

 
 


